
 

これは今年の１月に掲載された、有名な一流ホテルは「全室禁煙」が主流となってきているという新

聞記事です。記事の内容によると、喫煙率が低下してタバコを吸わない人が増えている事に加え、海

外からの訪日客も禁煙志向が高いからだと説明されています。 

タバコを吸わない人にとって、わざわざタバコくさい部屋に宿泊したいとは思いませんから、禁煙室

を予約するのに決まっています。現在、日本の喫煙率は約２０％しかないので宿泊施設の予約状況は

有名ホテルに限らず、禁煙室から埋まっていくようです。せっかくの旅行を快適に心地よく過ごしたい

のに、旅の宿がタバコくさくては台無しですからね。 

一流ホテル以外でも、全室禁煙の宿泊施設が増えてくれれば、より多くの人が快適に旅の夜を過ご

せるようになると思います。 
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